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令和８年度家庭教育支援者研修会の開催について 

 

管内各市町村で活動中の家庭教育支援チーム関係者や、「親育ち応援学習プログラム」ファシリテータ

ー等が一堂に会し、実践発表及び情報交換等をとおして、家庭教育支援チーム関係者やファシリテーター

の資質向上及び、支援者同士のネットワークの構築等を図り、各市町村における家庭教育支援の充実に

資することを目的として、次のとおり家庭教育支援者研修会を開催しますので、お知らせします。 

  なお、本件は教育記者クラブにも併せてお知らせしております。 

 

記 

 

１ 対象者   ・各市町村の家庭教育支援チーム員 

・「親プロ」ファシリテーター 

・「親プロ」ファシリテーターに興味のある方 

・家庭教育支援に関わる方、関心のある方 

・生涯学習・社会教育行政職員 等 

 

 

２ 日時   令和８年７月１６日(木) 13:30～16:15 

 

 ３ 会場   津山市中央公民館 

         津山市大谷 600  電話 0868-24-5111 

 

 ４ 内容   実践発表・情報交換 

          実践発表 「津山市の家庭教育支援の取組」 

          発表者  津山市教育委員会生涯学習課  

         津山市家庭教育支援チーム員 

 

５ 主催者   岡山県教育委員会 

 

６ 周知内容   開催要項（別紙のとおり） 

チラシ（別紙のとおり） 

 

 

お 知 ら せ 



 

 

【別紙１】 

令和８年度 家庭教育支援者研修会（津山教育事務所） 開催要項 

 

 

1 目 的 

管内各市町村で活動中の家庭教育支援チーム関係者や、「親育ち応援学習プログ

ラム」ファシリテーター等が一堂に会し、実践発表及び情報交換等をとおして、家庭教

育支援チーム関係者やファシリテーターの資質向上及び、支援者同士のネットワークの

構築等を図り、各市町村における家庭教育支援の充実に資することを目的とする。  

 

2 日 時  令和８年７月１６日（木） １３：３０～１６：15 

 

3 会 場  津山市中央公民館 大会議室（津山市大谷 600 0868-24-5111） 

 

4 対 象  ・各市町村の家庭教育支援チーム員 

・「親プロ」ファシリテーター、「非認知」ファシリテーター 

・「親プロ」、「非認知」ファシリテーターに関心のある方 

・家庭教育支援に関わる方、関心のある方 

・生涯学習・社会教育行政職員 等 

 

5 日 程   

１３：３０～１３：４0 開会行事 

１３：４0～14：40 実践発表、質疑応答 

「津山市の家庭教育支援の取組」 

１4：40～１4：5０ 休憩 

１4：5０～１５：3０ 他市町村との情報交換（交流） 

１５：30～１6：05 各市町村での協議 

１6：05～１６：15 閉会行事 

 

６ 実践発表 津山市教育委員会学校教育課 

津山市家庭教育支援チーム「はぴまる」   渡邉 文子  氏 

本多 正寛  氏 

 

７ 主 催   岡山県教育委員会 



令和８年度
家庭教育支援者研修会

それぞれの市町村で活動している家庭教育支援チーム員や

「親育ち応援学習プログラム」のファシリテーターの方、

これから「地域で子育て支援がしてみたい！」と思っている方、

                   ぜひご参加ください。

○日時：令和８年７月１６日（木）
１３：３０～１６：１５
（受付 13:00～）

○場所：津山市中央公民館
  （津山市大谷600 ℡:0868－24－5111）

○内容
☆実践発表「津山市の家庭教育支援の取組」

発表者 津山市家庭教育支援チーム「はぴまる」
☆他市町村との情報交換（交流）

 ☆各市町村での協議

他市町村の
支援チームの方々と
も交流しながら子育
て支援の充実を目指
しましょう！

主催：岡山県教育委員会

【お問合せ先】
   津山教育事務所生涯学習課 津山市山下53 TEL 0868-24-8703

参加ご希望の方は、所属市町村教育委員会へお申込みください 

津山市の家庭教育支援チーム「はぴまる」のみなさんは

親プロの実施に力を入れられています。個人でされることが

多いですが、その手法はさまざま！今回は親プロのプチ体験

を通してその工夫やポイントをお伝えいただきます。

津山市の家庭教育支援チーム「はぴまる」のみなさんは

親プロの実施に力を入れられています。今回は親プロのプチ

体験を通してその工夫やポイントを聞きながら参加者同士で

の交流を図っていきましょう。
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